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 道の駅｢南ふらの｣は令和元年度に重点「道の駅」に選定され、直轄事業により駐車場の一部

整備を実施している。供用中の駐車場を補修するため施工時期等の条件等により、既設路盤に

セメントとアスファルト乳剤を混合する路上路盤再生工法を用いた施工を行った。本論文では、

北海道開発局では施工事例の少ない当工法による施工事例について報告を行うものである。 
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1.  はじめに 

 道の駅は道路利用者への安全で快適な道路交通環境

の提供や地域振興の寄与を目的に、道路利用者のための

「休憩機能」、道路利用者や地域の方々のための「情報

発信機能」、「地域の連携機能」の3つの機能を併せ持

つ休憩施設として平成5年(1993)より登録制度が始まり、

北海道内では128駅（令和7年12月時点）が登録されてい

る。「通過する道路利用者のサービス提供の場」として

始まった道の駅は、｢道の駅自体が目的地になること」、

「地方創生・観光を加速化する拠点」、｢防災拠点｣を目

指すなど様々な機能を持つ地域の拠点となっている。 

道の駅｢南ふらの｣は上川管内と十勝管内を通過する国

道38号沿線の南富良野町の生活圏内に位置し、平成5年

（1993）の第1回に登録された。開業後、人口減少対策

や交通結節機能の強化、地域特性活用など様々な地域課

題解決のため、道の駅周辺への賑わい拠点の形成と強靭

化の推進を目的に道の駅再編整備計画の検討が行われ、

令和2年1月に重点「道の駅」に選定され、重点支援を行

うこととなった。道の駅「南ふらの」の各施設は、これ

まで南富良野町により整備が行われてきたが、通常時及

び冬期災害時における国道利用者の安全性・利便性向上

のため、駐車場の

一部と24時間トイ

レ、屋根付駐車場

について直轄事業

により整備するこ

ととなった（写真-

1）。 

 

写真-1 道の駅｢南ふらの｣全景 

2. 駐車場舗装補修の工法検討 

(1) 工法検討  

道の駅の既存駐車場は老朽化が進み補修する必要があ

り、既存資料や現地状況から舗装の必要構成を満足して

いないことが判明し改良しなければならないほか、利用

者の多い繁忙期（5月～10月）を避け閑散期かつ厳冬期

前の11月上旬～11月下旬の限られた期間に実施する必要

があった。このため、必要となる舗装構成相当のTaが確

保されること、限られた施工日数で可能となる工法を選

定することとした。 

設計舗装構成は、北海道開発局道路設計要領による駐

車場の舗装構成（図-1）を採用し、新設舗装の等値換算

係数（図-2）を用いて目標Taを算出すると、表層（密粒

度As）3cm×係数1.00＋上層路盤（As安定処理）5cm×係

数0.80＋下層路盤（粗粒材40mm級）40cm×係数0.25＝目

標Ta17.0となる。 
位置図 
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図-1 駐車場舗装構成１） 

 

 

図-2 新設舗装の等値換算係数１） 

 

次に、既存台帳による既設舗装構成（図-3）から既設

舗装の等値換算係数（図-4）を用いて残存Taを算出する

と、表層（細粒度As）2cm×係数0.50＋上層路盤（As安

定処理）4cm×係数0.40＋下層路盤（切込砂利）32cm×

係数0.20＝Ta9.0となり、不足するTa8.0の補填が必要と

なる。 

 

図-3 既設舗装構成（既存舗装台帳） 

 

 

図-4 既設舗装の等値換算係数１） 

 

 整備工法の選定にあたり、目標Taを満足する工法とし

て第1案：全打換え工法、第2案：部分打換え工法、第3

案：路上路盤再生工法の3案による比較検討（図-5）を

行った。 

 

図-5 工法比較表２） 

 

その結果、最も経済的に優位であり、かつ施工日数

（道の駅利用者への影響）が最小となる第3案：路上路

盤再生工法を採用することとした。 

 

(2)   路上路盤再生工法の設計 

  路上路盤再生工法は、路上において既設の路盤、あ

るいは既設のアスファルト混合物と路盤を破砕し、同時

にアスファルト乳剤およびセメントを混合して路盤の強

度を向上させる工法である。 

 本工事における施工機械はロードスタビライザ（写真

-2）を採用し、同機械の下部にある作業装置の中で既設

路盤を破砕し、アスファルト乳剤及びセメントを混合す

るものである。 

 

写真-2 ロードスタビライザ（拡大：作業装置） 

 

 路上路盤再生工法の設計を行うため、既設舗装の試

掘調査を行った結果、アスファルト舗装5cm及び下層路

盤28cmであることが判明した。舗装高は既設施設との取
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り合いを考慮し現況高＝計画高とし、改良前に表層を切

削する計画とした。また、表層は現況と合わせt=5cmと

し再生路盤の等値換算係数（図-6）を用いて目標Taを満

足する最小の再生路盤厚を算出した結果、t=15cmとなっ

た（図-7）。 

 

 

図-6 再生舗装の等値換算係数３） 

 

 

図-7 路上路盤再生工法の断面計算 

 

 路上路盤再生工法の配合設計については、路盤に添

加するセメントは高炉セメントB種、アスファルト乳剤

はセメント・アスファルト乳剤安定処理混合用（MN-1）

とし、路盤材は試掘で採取した材料試験結果を用いて現

場使用量を以下の通り算出した。 

【100m2当りアスファルト乳剤使用量】 

面積(m2)×施工厚(m) ×乾燥密度(t/m3) ×添加量(%)/100

×ロス率＝ 100× 0.15× 2.337× 4.7/100× 1.03＝

1.697(t/100m2) 

【100m2当りセメント使用量】 

面積(m2)×施工厚(m) ×乾燥密度(t/m3) ×添加量(%)/100

×ロス率＝ 100× 0.15× 2.337× 1.7/100× 1.02＝

0.608(t/100m2) 

 

3. 施工と施工管理 

(1) 施工 

 本工事における路上路盤再生工の施工手順を以下に示

す。 

① 施工範囲を区割りし、必要量のセメントを配袋する。

設計セメント量は6.08kg/m2であるため、25kg/袋で

換算すると4.1m2/袋となる（写真-3）。 

② セメントを路盤上に敷き均す（写真-4）。 

③ 改良深さを15cmに設定する（写真-5）。 

④ 自動散布装置付ロードスタビライザで乳剤を散布し

ながらセメントを混合する。設計乳剤吐出量は

16.97L/m2であり、10.0m2/minの吐出量は170L/minと

なる。ロードスタビライザの改良幅は2.0mであるた

め、5m/minの改良速度で、170L/minの乳剤を吐出す

る（写真-6）。 

⑤ セメントが固化する前にグレーダで不陸整正を行い、

タイヤローラーで転圧して路盤を仕上げる（写真-

7）。 

⑥ 表層を舗設する（写真-8）。 

 

 

写真-3 区割り及びセメント配袋状況 

 

 
写真-4 セメント敷き均し状況 

 

 

写真-5 改良深さ設定状況（t=15cm） 
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写真-6 路盤改良状況（拡大：乳剤の吐出量） 

 

写真-7 不陸整正・転圧状況 

 

 

写真-8 表層舗設状況 

 

 

写真-9 完成状況 

 

(2) 施工管理 

 改良後の路盤強度は舗装再生便覧により、一軸圧縮試

験における一軸圧縮強さ（σm）、一次変位量（L）、残

留強度率（σγ）（図-8）で品質管理を行うこととし、、

改良後の路盤から1箇所/1,000m2で供試体を採取して試

験を行った（図-9）。 

 
図-8 一軸圧縮強さ・変位量曲線（3） 

 

項目 単位 規格値 
測定値 

最大 最小 平均 

一軸圧縮強さ 
MPa 

1.5 

～2.9 
2.35 2.27 2.31 

一次 

変位量 
1/100cm 5～30 24.2 22.3 23.4 

残留 

強度率 
％ 65以上 78.4 75.7 76.9 

図-9 一軸圧縮試験結果 

 

以上の結果より、一軸圧縮強さ、一次変位量、残留強

度率のいずれも規格値を満足することが確認された。 

 

(3)  施工の留意点や現場での工夫事項 

 本工事の施工にあたっては、道の駅駐車場の利用を制

限しながら施工を行う必要があり、以下に配慮しなけれ

ばならなかった。 

・道の駅駐車箇所の減少・大型車両の利用制限 

・道の駅施設・トイレ利用者の移動経路確保 

・道の駅内のバス停移設の周知 

・駐車場内のバス経路の確保 

これらの対策として、「工事に伴う駐車場規制のお知ら

せ」資料（図-10）を作成し、関係機関（トラック協会、

バス協会、自衛隊等）に事前周知するほか、「駐車場規

制中のバス経路」資料（図-11）と合わせて南富良野町

HPに掲載し町民をはじめ多くの利用者に周知する取組み

を行った。また、利用者の移動経路の安全を確保するた

めの交通誘導員やバス経路に乱駐車されないよう監視す

る交通誘導員の配置を行った。その結果、道の駅利用者

が円滑かつ安全に利用することができ、問題なく工事を

進めることができた。 
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図-10「工事に伴う駐車場規制のお知らせ」資料 

 

 

 

図-11 「駐車場規制中のバス経路①②」資料 

 

 

写真-10 バス経路の確保状況 

 

4. おわりに 

本事例では、北海道開発局における道路事業では事例

の少ない路上路盤再生工法による駐車場補修工事の事例

について紹介した。現況の舗装高さを変えずに限られた

施工日数の中で舗装機能を向上させる工法として有効な

工法であり、円滑な施工が可能であった。次年度以降、

南富良野町において残区域分の施工が進められる予定で

あり、当工事での配慮事項等について引継ぎ円滑な施工

が行われるようにしたい。 

道の駅｢南ふらの｣は、南富良野町により地域振興施設

のリニューアル、緑地公園、複合商業施設の整備やホテ

ル誘致などが進められ、令和7年4月にリニューアルオー

プンし集客数も増加しており、にぎわいの場として活用

されている。今後も地域活性の拠点として機能するとと

もに、道路利用者への安全で快適な道路交通環境の創出

につながるよう地域と一体となり取り組んでまいりたい。 
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